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南部地域における急行バス社会実験運行について 

１．社会実験運行の目的 

南部地域を中心に運行する南部ルートは、乗車時間が長く運行便数が少ないという問題があり、意

見交換会でも数多くの意見が出されています。弥富市地域公共交通計画においては「南部ルートの公

共交通網再編」として事業を位置づけており、これまでに実施した意見交換会での意見も踏まえ、南

部コミュニティセンターを拠点とし、通勤、通学需要に対応した市中心部への急行便の運行について

令和 3 年度に社会実験運行を実施することとしております。また、その結果を適切に評価を実施し、

令和 4 年度の本格運行に向けた運行計画を検討するとともに、南部ルート全体の再編を検討し実施す

るものです。 

 

 

２．社会実験運行の概要案 

期間：第１期：令和 3 年 9 月 1 日（水）～令和 4 年 3 月 31 日（木） 平日のみ 

第２期：令和 4 年 4 月 1 日（金）～令和 4 年 8 月 31 日（水） 平日のみ 

料金：きんちゃんバスと同一（一般 200 円） 

車両：1 台 

便数：朝：駅方面行 2 便、南部方面行２便  夕：駅方面行 2 便、南部方面行 3 便 （計 9 便） 

停車バス停：南部コミュニティセンター、愛知黎明高校、弥富市役所、近鉄弥富駅南口 

  ※実験３便（7:35 南部コミュニティセンター⇒近鉄弥富駅南口）のみ弥富中学校バス停に停車 

その他：多様な交通手段との乗り継ぎ利便性や、通勤・通学の送迎負担軽減のため以下の施策も実施 

・南部コミュニティセンター：サイクル＆バスライド駐輪場、パーク＆バスライド駐車場、コミュ

ニティセンター内のロビー等をキス＆ライドの方などの待合所として開放 

・愛知黎明高校：サイクル＆バスライド駐輪場（バス停に隣接する高校駐輪場の一部開放） 

・弥富市役所：海南病院への通院にも対応（時間短縮のため市役所バス停に停車） 

 

 

資料６ 
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３．今後の検討スケジュール案 

令和２年度 

・令和 2 年 12 月 第 3 回協議会：運行内容等について協議 

 ・令和 3 年 3 月 第 4 回協議会：運行内容等について協議 

令和３年度 

・令和 3 年 6 月 第 1 回協議会：運行内容、利用促進策等について協議、承認（今回） 

 ・令和 3 年 9 月 第 1 期社会実験運行開始 

 ・令和 3 年 10 月頃 利用実態調査等実施 

 ・令和 3 年 12 月 第 3 回協議会：第２期運行に向けた改善について協議、承認 

再編案について協議 

 ・令和 4 年 3 月 第 4 回協議会：本格運行の運行内容や再編案について協議 

令和４年度 

・令和 4 年 4 月 第 2 期社会実験運行開始 

・令和 4 年 6 月 第 1 回協議会：本格運行の是非も含めた運行内容や再編案ついて協議、承認 

 ・令和 4 年 9 月 本格運行開始、再編実施 
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４．使用予定車両と方向幕の表示方法、内容 

 使用車両：中型ノンステップバス（南部ルートと同一車種） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現時点のイメージであり、実際には異なる可能性があります。 
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５．愛知黎明高校バス停新設位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．利用促進策 

（１）周知チラシ、ポスター 

時刻表やポスターを兼ねた周知チラシを作成し、以下のように配布、配架する。 

 ※配架については施設管理者とも調整中 

・Ａ４チラシ配布：大藤、栄南学区全世帯（各戸配布） 

・Ａ４チラシ配架：市役所本庁舎、鍋田支所、南部コミュニティセンター、愛知黎明高校、近鉄弥

富駅、ＪＲ名鉄弥富駅、社会実験運行も含む南部ルート車内等 

・Ａ２ポスター掲示：市役所本庁舎、鍋田支所、南部コミュニティセンター、近鉄弥富駅、ＪＲ名

鉄弥富駅等 

 

（２）住民意見交換会の実施 

南部地域住民を対象に社会実験運行の周知や運行の評価、改善方策等について住民意見交換会を２

回程度実施する。 

開催概要（予定） 

第１回：８月 28 日（土） 南部コミュニティセンター 

 ・社会実験運行の周知、今後の予定など 

第２回：11 月 20 日（土） 

 ・社会実験運行の評価、第２期運行の概要、南部ルート再編の方向性、今後の予定など 

 

駐輪場

南部コミュニティセンター方面

・愛知黎明高校駐輪場内に設置

・バス待ち環境整備（予定） 

・サイクル＆バスライド用に一

部駐輪場を開放（予定） 
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７．運行評価 

（１）実験便利用者数による評価 

実験便利用者数の推移（便別、バス停別など）について、通常便との比較などで評価 

 

（２）利用者アンケートによる評価 

令和３年 10 月上旬の２週間、実験便バス車内直接配布、郵送回収で実施 

⇒利用者属性、利用状況（頻度、目的）、急行便利用以前の交通手段、バス停端末交通手段（駐車

場や駐輪場を開放する南部コミュニティセンターバス停及び愛知黎明高校バス停、鉄道との乗継

ぎのある近鉄弥富駅南口バス停で把握）、南部コミュニティセンターにおけるバス待ちの際のロ

ビー等の利用状況、急行便の満足度、改善点などを把握し、評価 

 

８．運行の目標 

社会実験運行は、「弥富市地域公共交通計画」（令和３年３月策定）における基本方針１に基づく取

組みとなっている。基本方針１に対応する目標は①から④の４つとなっているが、現時点では社会実

験として既存の路線ダイヤに追加させる形で急行便を運行させることから、利用者数に係る目標①②

に対応した社会実験運行における目標値を定める。 

 

 

社会実験運行目標①：利用者数の増加 （地域公共交通計画における目標①に対応） 

 日平均利用者数（平日）：80 人/日（社会実験便） 

  ※参考：南部ルート全体：日平均利用者数（平日）185 人/日 

⇒南部ルートの利用者数は減少傾向であったため、地域公共交通計画における目標は約 35,000

人/年を維持することとしている。 

⇒しかし、新型コロナ禍の影響により令和元年度の 36,381 人/年から、令和２年度は 29,188 人

/年と約 7,200 人/年（約 20％）減少している。また、社会実験運行と同じ平日のみの場合で

も、令和元年度は 31,461 人/年から、令和２年度は 25,541 人/年と約 5,900 人/年（約 19％）

減少している。 

⇒以上を踏まえ、社会実験運行における利用者数は新型コロナ禍以前の水準の利用とすることを目

標とする。 

⇒ただし、年間利用者数では評価できないため日平均利用者数で評価する。 

 ※令和元年度：ほぼ新型コロナ禍影響なし（3 月のみ）、令和２年度：新型コロナ禍影響あり 

① 日平均利用者数（平日） 令和元年度：131.1 人/日 令和２年度：105.1 人/日 

② 運行便数（平日）    既存：15 便/日 社会実験便：9 便 

③ 便平均利用者数（平日） 令和元年度：8.7 人/便 令和２年度：7.0 人/便 

   目標値の算定：8.7 人/便（令和元年度実績）×9 便＝78 人/日（80 人に切り上げ） 

   参考：80 人/日＋105.1 人/日（令和２年度実績）＝185 人/日 
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社会実験運行目標②：新規利用者の獲得 （地域公共交通計画における目標②に対応） 

 新規利用者：20 人（社会実験便利用者アンケートから分析） 

⇒地域公共交通計画においては毎年 80 人以上の新規利用者を獲得することを目標としている。 

⇒しかし、令和元年度、令和 2 年度における新規利用者はともに 66 人となっている。（無料お試

し乗車券の配布結果による） 

⇒そこで、地域公共交通計画における目標に不足する分をこの社会実験運行で確保することを目標

とする。 

   目標値の算定：80 人－66 人＝14 人（20 人に切り上げ） 

 

参考：弥富市地域公共交通計画（令和３年３月策定） 

◆基本方針に基づく目標（P130 記載） 

目標①：使いやすい地域公共交通網の形成による利用者数の維持・増加 

人/年 
 令和 2 年度 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 令和 6 年度 令和 7 年度

南部ルート 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000

北部ルート 35,000 37,000 39,000 41,000 43,000 45,000

東部ルート 15,000 16,000 17,000 18,000 19,000 20,000

全 体 85,000 88,000 91,000 94,000 97,000 100,000

目標②：利用促進策の展開等による新規利用者の獲得 

新規利用者獲得数 ： 毎年 80 人以上 

目標③：利用者 1 人当たり運行経費の削減による持続性の確保 

目標年における利用者 1 人当たり運行経費 ： 1,000 円/人以下 

目標④：収支率の改善による持続性の確保 

目標年における収支率 ： 6.0％以上 

目標⑤：住民意見交換会の実施による地域公共交通を創り、支える環境の形成 

目標年までの意見交換会の開催数 ： 2 回以上 

 

基本理念・基本方針と対応目標 

基本理念 市民生活と地域を支える持続可能な地域公共交通の確保・維持 

基本方針 

基本方針１：地域特性や利用

特性に応じた使いやすい地域

公共交通網の形成 

基本方針２：継続的な利用促

進策等の取組みの展開による

地域公共交通の維持･活性化

基本方針３：地域や行政、交

通事業者等が協働・連携し、

持続可能な地域公共交通を創

り、支える環境の形成 

目標① 〇 〇  

目標② 〇 〇  

目標③ 〇 〇  

目標④ 〇 〇  

目標⑤   〇 
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令和3 年10 月 

弥富市地域公共交通活性化協議会 

 会長 弥富市長                  

 

南部地域を中心に運行する南部ルートには乗車時間が長く運行便数が少ないという問題があっ

たことから、これまでに実施した意見交換会での意見も踏まえ、南部コミュニティセンターを拠

点とし、通勤、通学需要に対応した市中心部への急行バスの社会実験運行を実施することとなり

ました。このアンケート調査は、この社会実験運行を評価し、令和4 年4 月からの第２期社会実

験運行やそれ以降の本格運行に向けた改善や運行の継続を検討するために実施するものです。 

皆様には、お忙しいところを誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、是非ともご協力

いただきますようお願いいたします。 

１．調査対象者 南部地域急行バス利用者の方 

２．アンケート回収 10 月 22 日（金）までに返信用封筒に入れ、ご郵送いただくか、下

記の問い合わせ先までご持参ください。 

■ 記入上のご注意 

・ご記入にあたっては、本人のほか家族や知人による代筆でも結構です。 

・回答は、該当する番号に〇印をつけてください。質問によっては一つだけ選ぶものや複数を選

ぶものがありますので、指示に従ってください。 

・（   ）には、数字や文字をご記入ください。 
 

 
 
 

 

 

Ⅰ ご自身について                         

問 1 下記について、それぞれ当てはまる番号に１つずつに○ 

問 1-1 

職業・年代 

１．小学生 ２．中学生 ３．愛知黎明高校生 ４．その他高校生 

５．10代  ６．20代  ７．30代  ８．40代  ９．50代 

10．60～64歳  11．65～74歳  12．75歳以上 

 

５～12 を選択した方 

ご職業 

１．会社員・公務員 ２．自営業 ３．パート・アルバイト 

４．学生 ５．専業主婦 ６．無職 ７．その他（      ）

問 1-２ 

お住まい 

１．弥生小学校区  ２．桜小学校区   ３．日の出小学校区 

４．白鳥小学校区  ５．大藤小学校区  ６．栄南小学校区 

７．十四山東部小学校区 ８．十四山西部小学校区 ９．弥富市外 

南部地域急行バス社会実験運行 
に関するアンケート調査 

－アンケート調査についてのお問い合わせ先－ 

弥富市地域公共交通活性化協議会事務局（弥富市役所 市民協働課） 

     TEL：（0567）65－1111 内線434     FAX：（0567）67－4011 
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Ⅱ 南部地域急行バスの利用状況について           

問２ 南部地域急行バスの主な利用方向（１つだけに○） 

１．行きも帰りも利用（往復で利用） 

２．近鉄弥富駅南口方面 に行く際に利用（片道のみの利用） 

３．南部コミュニティセンター方面 に行く際に利用（片道のみの利用） 

２・３を選択した方 

利用しない方向の主な交通手段（該当するものすべてに〇） 

 １．きんちゃんバス（急行バス以外） ２．徒歩  ３．自転車  ４．バイク 

 ５．車（自分で運転） ６．車（家族などの送迎） ７．タクシー ８．送迎バス 

９．飛島公共交通バス  10．木曽岬町自主運行バス 

11．その他（            ） 

 

問３ 南部地域急行バスの主な利用頻度（１つだけに○） 

１．毎日利用  ２．週に3～4日  ３．週に1～2日  ４．試しに利用しただけ 

 

問４ 南部地域急行バスの主な利用目的（該当するものすべてに〇） 

１．通勤  ２．通学  ３．通院  ４．買い物  ５．業務  ６．習い事 

７．公共施設への用事・利用     ８．外食やスポーツなどの余暇 

９．家族や友人宅への訪問  10．その他（              ） 

 

 

Ⅲ 南部地域急行バスを利用する以前の状況について       

問５ 南部地域急行バスを利用する以前のきんちゃんバス利用状況（１つだけに○） 

１．きんちゃんバスを利用したことがなかった 

２．試しに利用したことがある程度だった  ３．たまに利用する程度だった 

４．日常的に利用していた 

 

問６ 南部地域急行バスを利用する以前の主な交通手段（該当するものすべてに〇） 

１．きんちゃんバス  ２．徒歩  ３．自転車  ４．バイク 

５．車（自分で運転）  ６．車（家族などの送迎） ７．タクシー  ８．送迎バス

９．飛島公共交通バス  10．木曽岬町自主運行バス 

11．その他（            ） 
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Ⅳ 南部地域急行バスに乗るまでや降りた後の主な交通手段ついて  

 

 

 

 

 

 

問７ 南部コミュニティセンターバス停で急行バスに乗るまでや降りた後の 

主な交通手段（該当するものすべてに〇） 

１．南部コミュニティセンターバス停を利用していない 

２．徒歩  ３．自転車  ４．バイク  ５．車（自分で運転）   

６．車（家族などの送迎） ７．タクシー  ８．その他（         ） 

 

問８ 愛知黎明高校バス停で急行バスに乗るまでや降りた後の主な交通手段 

（該当するものすべてに〇） 

１．愛知黎明高校バス停を利用していない  ２．愛知黎明高校に通学している 

３．徒歩  ４．自転車  ５．バイク  ６．車（自分で運転） 

７．車（家族などの送迎） ８．タクシー  ９．その他（         ） 

 

問９ 近鉄弥富駅南口バス停で急行バスに乗るまでや降りた後の主な交通手段 

（該当するものすべてに〇） 

１．近鉄弥富駅南口バス停を利用していない 

２．近鉄  ３．ＪＲ  ４．名鉄  ５．きんちゃんバス（急行バス以外） 

６．徒歩  ７．自転車  ８．バイク  ９．車（自分で運転） 

10．車（家族などの送迎）  11．タクシー  12．木曽岬町自主運行バス 

13．その他（         ） 

 

Ⅴ 南部コミュニティセンターのバス待ち環境について      

問 10 南部コミュニティセンターではエントランスやロビー等をバス利用者用

に開放しています。（午前9 時から午後10 時まで開館（月曜日休館）） 

エントランスやロビー等のバス待ち利用状況（１つだけに○） 

１．バス待ちに利用したことがある 

２．利用者用に開放していることを知っていたが、利用していない 

３．利用者用に開放していることを知らなかった（今後利用したい） 

４．利用者用に開放していることを知らなかった（今後も利用しない） 

利用バス停

学校

病院 職場

など

自宅

出発地や目的地

バスから降りたあと

バスに乗るまで

この区間の主な交通手段
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Ⅵ 南部地域急行バスの評価について            

問11 南部地域急行バスの満足度（項目ごとに該当する番号１つずつに〇） 

項  目 

満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
と
も 

い
え
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

回答例 ５ ４ ３ ２ １ 

① 運賃 ５ ４ ３ ２ １ 

② 停車バス停 ５ ４ ３ ２ １ 

③ 所要時間 ５ ４ ３ ２ １ 

④ 運行本数 ５ ４ ３ ２ １ 

⑤ 運行ダイヤ ５ ４ ３ ２ １ 

⑥ 定時性 ５ ４ ３ ２ １ 

⑦南部コミュニティセンターの
待合環境 

５ ４ ３ ２ １ 

⑧ 鉄道との乗り継ぎダイヤ ５ ４ ３ ２ １ 

⑨ 全体的な評価 ５ ４ ３ ２ １ 

問12 南部地域急行バスの改善点（項目ごとに該当する番号１つずつに〇） 

① 停車バス停 
１．このままで良い 

２．改善が必要（                  ）

② 運行本数・ダイヤ 
１．このままで良い 

２．改善が必要（                  ）

③ 南部コミュニティセン

ターの待合環境 

１．このままで良い 

２．改善が必要（                  ）

④  その他 
１．このままで良い 

２．改善が必要（                  ）

 

 

アンケートにご協力いただき、誠にありがとうございました。 

令和３年 10 月２２日（金）までにご投函ください。 


